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自分で自分を決定する力 

「この道を行けばどうなるものか 危ぶむなかれ 危ぶめば道はなし 踏み出せば その一

足が道となり その一足が道となる 迷わず行けよ 行けばわかるさ」（清沢哲夫氏 作 改変） 

この詩は、先日 79 歳で亡くなられたアントニオ猪木さんがプロレスラーを引退するときに朗

読された詩です。プロレス全盛期に育った私にとっては、人生の様々な場面において不安で踏み

出せないときに勇気を与えてくれた名言でもありました。 

私たちは、この人生の“道”を進めば進むほど、自分で決定することが求められ、また、仕事

の評価や他人からの視点がつきまとい、思い悩むことが多く出てきます。 

吉野源三郎さんの 80 年以上前の名著「君たちはどう生きるか」という本があります。物語の

あらすじは、主人公の“コペル君”こと本田潤一という 15 歳の少年が、学校生活の中で体験す

る様々な出来事を通して、彼の叔父さんに相談しながら、人としてのあるべき姿について考え、

悩みながら成長していきます。物語の中で、ある事件をきっかけに、コペル君は親友を裏切り、

悔やんでも悔やみきれない気持ちを抱えながら毎日を過ごしていました。そんなコペル君の姿

を見た叔父さんは次のような言葉を彼に伝えました。 
  
「コペル君、今、君は大きな苦しみを感じている。なぜそれほど苦しまなければならないか。

それはね、コペル君、君が正しい道に向かおうとしているからなんだ。僕たちは自分で自分を決

定する力を持っている。だから誤りを犯すこともある。しかし、僕たちは自分で自分を決定する

力を持っている。だから誤りから立ち直ることもできるのだ。」 
   

この言葉をきっかけにコペル君は次第に立ち直っていきます。この言葉には、「失敗して、後

悔をするということは、自分の中で何が大切なのかがわかっているということ。私たちは自分で

自分を決定する力を持っている。だからこそ、失敗した後に、これから自分がどう行動するのか

結びつける力をもっているはずである。」という想いが伝わります。 

また、現代では、誰かに言われたことを言われたままにしていれば間違いないと思う風潮があ

ります。しかし、それでは社会人として大きく成長することはできません。

ひとつひとつの事柄をどのように感じるのか、そして自分自身にとって良い

ことなのか悪いことなのかを軸に行動することが大切であるのではないか

と思います。 

最後に、冒頭の詩以外にも、「元気ですか！」「元気があれば何でもできる」

と鼓舞し、「１、２、３、ダー！」と拳を突き上げて絶叫したアントニオ猪木

さん。この先の人生に“私たちがどう生きるか”悩んだ時に思い出したいフ

レーズであることは確かです。心よりご冥福を祈りします。 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 

〒 ４８０－０２０２ 

豊山町大字豊場字和合７２ 

TEL ０５６８－２８－５４４９ 

町図書室では、今回紹介
した「君たちはどう生き
るか」の小説版の他に漫
画版も取り揃えており
ます。 
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今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 
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